
市
議
会
は
、
９
月

日
に
建
設

経
済
常
任
委
員
会
、

日
に
総
務

常
任
委
員
会
、
そ
し
て

日
に
文

教
福
祉
常
任
委
員
会
を
開
会
し
、

定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ
た
議
案

５
件
、
及
び
補
正
予
算
案
４
件
の

審
査
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
事

務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

◆
税
条
例
の
一
部
改
正

【
賛
成
多
数

可
決
】

公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
す
る

市
民
税
額
平
準
化
の
た
め
、
税
額

算
定
方
式
を
見
直
す
も
の
。ま
た
、

公
社
債
、
株
式
等
の
金
融
商
品
間

に
お
け
る
損
益
通
算
範
囲
の
拡

大
、課
税
方
式
を
変
更
す
る
も
の
。

こ
こ
数
年
は
、
多
く
の
市

民
に
と
っ
て
税
負
担
が
重
く
な
る

一
方
で
、
一
部
の
富
裕
層
や
大
企

業
の
税
負
担
が
軽
く
な
る
傾
向
が

あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

副
市
長

所
得
格
差
の
拡
大

と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
今
回
は
少
額
金
融
商

品
保
有
者
に
も
負
担
減
と
な
る
。

税
の
公
平
性
が
保
て
る
よ
う
国
に

お
い
て
総
合
的
に
判
断
さ
れ
た
も

の
と
考
え
る
。

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

【
賛
成
全
員

可
決
】

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
公
布
に
伴
い
、
延
滞
金
の

割
合
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
に
準
じ
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
。

介
護
保
険
料
の
滞
納
状
況

は
。
ま
た
、
こ
の
改
正
で
影
響
が

あ
る
の
は
。

高
齢
介
護
課
長

平
成

年
度

末
現
在
で
３
５
９
件
、
１
２
４
７

万
１
６
５
０
円
の
滞
納
が
あ
る
が
、

現
在
、
延
滞
金
を
請
求
し
て
い
る

人
は
い
な
い
の
で
、影
響
は
な
い
。

今
後
の
試
算
に
お
い
て
も
影
響
が

出
る
可
能
性
は
少
な
い
。
滞
納
額

が
少
な
い
間
に
、
分
納
誓
約
等
早

め
の
対
応
を
心
が
け
て
い
る
。

滞
納
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

高
齢
介
護
課
長

滞
納
に
よ
り

介
護
サ
ー
ビ
ス
制
限
が
か
か
る
の

は
２
名
だ
が
、
内
１
名
は
ま
だ
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
。
１
名

は
本
来
の
１
割
負
担
で
は
な
く
、

３
割
負
担
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

２
割
を
滞
納
分
の
支
払
い
に
充
て

て
い
る
。
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
人
は
分
納
誓
約
等
に
よ

り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
。

◆
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

【
賛
成
全
員

可
決
】

三
山
木
区
画
整

理
地
区
内
と
普
賢

寺
公
民
館
の
隣
接

地
で
整
備
さ
れ
た

公
園
を
都
市
公
園

と
し
て
追
加
す
る

も
の
。

三
山
木
区

画
内
の
公
園
は
当

初
４
月
か
ら
使
用

で
き
る
と
聞
い
て

い
た
が
、
何
故
こ

の
時
期
に
な
っ
た

の
か
。

建
設
部
長

隣

接
地
と
の
協
議
や
工
事
に
時
間
が

か
か
っ
た
た
め
。

◆
道
路
線
の
認
定

【
賛
成
全
員

可
決
】

山
手
中
央
と
草
内
に
新
設
さ
れ

た
道
路
に
つ
い
て
市
道
認
定
を
行

う
も
の
。

◆
財
産
取
得【

賛
成
全
員

可
決
】

（
仮
称
）
松
井
古
川
公
園
の
整

備
に
必
要
な
用
地
の
取
得
を
行
う

も
の
。

台
風

号
に
よ
る
被
害
で

公
園
予
定
地
も
浸
水
し
て
い
た
が
、

整
備
す
る
公
園
の
高
さ
を
十
分
検

討
す
る
べ
き
。

建
設
部
技
監

現
在
は
、
吉
原

川
の
堤
防
の
高
さ
に
合
わ
せ
て
計

画
し
て
い
る
。

整
備
に
係
る
財
源
の
内
訳

は
。
ま
た
、
地
元
区
の
了
解
は
。

建
設
部
技
監

松
井
相
合
公
園

（
約
４
０
０
０

）
を
ネ
ク
ス
コ

西
日
本
へ
、
２
億
１
０
０
０
万
円

余
り
で
売
却
し
、
新
公
園
（
約
７

０
０
０

）
は
２
億
６
０
０
０
万

円
ほ
ど
の
費
用
で
整
備
を
計
画
し

て
い
る
が
、
市
の
支
出
は
な
く
、

差
額
約
４
５
０
０
万
円
に
つ
い
て

は
松
井
財
産
区
か
ら
の
支
出
と
し

て
、
ほ
ぼ
了
解
済
み
。

地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

の
市
の
評
価
は
。
ま
た
、
追
加
交

付
は
あ
る
の
か
。

財
政
課
長

交
付
税
措
置
の
な

い
起
債
を
１
億
円
以
上
減
額
で
き

た
な
ど
、
市
財
政
に
と
っ
て
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
今
回
が

一
次
交
付
で
、
今
後
二
次
交
付
が

あ
る
が
、
本
市
は
小
学
校
空
調
設

備
設
置
事
業
に
充
て
る
２
０
０
万

円
程
度
を
予
定
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

に
自
治
会
が
申
請
で
き
る
備
品
に

は
制
限
が
あ
る
の
か
。

市
民
参
画
課
長

消
耗
品
を
除

く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
必
要
な
備
品

と
さ
れ
て
お
り
、
明
確
な
線
引
き

は
な
く
、
申
請
時
に
府
と
協
議
し

て
い
る
。国

保
特
別
会
計
で
基
金
を

１
２
０
０
万
円
ほ
ど
切
り
崩
す
こ

と
に
対
し
て
、
市
の
考
え
は
。

国
保
医
療
課
長

前
期
高
齢
者

か
ら
の
歳
入
に
依
存
す
る
不
安
定

な
会
計
と
考
え
る
。
予
防
や
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
活
用
促
進
に
よ
り
、
今

は
単
独
で
問
題
な
い
が
、
こ
の
ま

ま
高
齢
化
が
進
み
、
医
療
費
が
右

肩
上
が
り
に
増
加
す
れ
ば
、
広
域

化
も
視
野
に
入
れ
た
検
討
が
必
要
。

人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
の
予

算
が
増
え
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

国
保
医
療
課
長

補
助
制
度
の

周
知
が
成
功
し
て
い
る
こ
と
と
、

市
民
の
健
康
意
識
の
高
ま
り
に
よ

る
も
の
と
考
え
る
。

市
が
す
す
め
る
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
を
置
い
て
い
な
い
薬

局
が
市
内
に
あ
る
が
、
対
応
は
。

国
保
医
療
課
長

院
外
処
方
薬

局
な
ら
置
い
て
い
る
所
が
多
い
と

思
う
が
、
薬
剤
師
会
と
も
協
議
し

て
お
り
、
今
後
増

え
る
と
思
う
。

３
カ
所
目

の
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
宝
生
苑
で

計
画
し
て
い
る
が
、

今
後
も
増
や
す
計

画
は
。
ま
た
、
人

員
体
制
等
は
十
分

か
。高

齢
介
護
課
長

体
制
が
十
分
か

は
現
状
で
判
断
で

き
な
い
が
、
現
体

制
を
中
心
に
し
て

考
え
る
。
セ
ン
タ
ー
を
増
や
す
か

は
こ
れ
か
ら
調
査
、
計
画
と
な
る

が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
大
き
な

役
割
を
担
う
た
め
、
民
間
と
の
連

携
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

学
校
教
育
の
中
で
理
科
が

ど
の
よ
う
に
必
要
と
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
理
科
教
育
振
興
設
備

充
実
費
補
助
金
の
使
い
方
を
学
校

に
任
せ
て
い
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長

理
科
教
育
は
、

目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
し
、
科

学
的
な
考
え
方
を
養
う
た
め
に
必

要
。
補
助
金
は
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
全
て
の
子
ど
も
達
が
実
験

や
観
察
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
教
材

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
使
う
。

教
育
次
長

理
科
離
れ
は
、

に
よ
り
知
識
優
先
で
直
接
検
証

す
る
機
会
が
減
っ
た
た
め
に
よ
る

も
の
。
不
足
備
品
は
各
学
校
に
よ

っ
て
異
な
る
が
、
購
入
内
容
が
適

正
か
ど
う
か
教
育
部
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
る
。

三
山
木
区
画
整
理
事
業
に

か
か
る
委
託
料
の
内
訳
は
。

三
山
木
整
備
課
長

２
件
残
っ

て
い
る
移
転
物
件
に
対
す
る
直
接

施
行
検
討
業
務
に
５
０
０
万
円
、

直
接
施
行
実
施
の
補
助
業
務
に
３

７
０
０
万
円
、
建
物
調
査
業
務
に

３
０
０
万
円
と
な
る
。

包括支援センターの設置が予定される宝生苑

◆
台
風

号
に
よ
る
被
害
等

災
害
救
助
法
は
市
の

％

以
上
が
被
害
を
受
け
な
い
と
適
用

外
。
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

等
適
用
さ
れ
る
制
度
は
な
い
か
。

危
機
管
理
監

被
災
者
生
活
再

建
支
援
制
度
は
、
災
害
救
助
法
の

適
用
を
受
け
た
場
合
に
該
当
す
る

と
認
識
し
て
い
る
。

副
市
長

可
能
な
制
度
を
最

大
限
活
用
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

農
地
の
被
害
状
況
と
支
援

策
は
。

農
政
課
長

現
在
調
査
中
だ

が
、松
井
、東
、草
内
、三
山
木
、飯

岡
地
区
で
冠
水
被
害
を
確
認
。
農

作
物
は
共
済
か
ら
支
援
が
あ
る
。

市
と
し
て
は
農
地
の
、
の
り
面
等

崩
壊
に
つ
い
て
、
災
害
復
旧
事
業

の
対
象
と
し
て
お
り
、
対
象
外
の

農
地
に
は
公
共
性
を
考
慮
し
て
復

旧
資
材
等
を
補
助
し
て
い
る
。

大
雨
が
予
想
で
き
れ
ば
早

め
に
避
難
指
示
を
出
せ
な
い
の
か
。

危
機
管
理
監

早
め
の
対
応
は

大
事
。
当
初
は
こ
こ
ま
で
の
雨
量

予
測
は
な
か
っ
た
。
特
別
警
報
発

令
時
は
暗
く
、
夜
間
避
難
は
危
険

を
伴
う
た
め
、
状
況
調
査
を
優
先

し
、
夜
明
け
と
同
時
に
避
難
を
指

示
し
た
。
防
災
情
報
メ
ー
ル
で
特

別
警
報
発
令
を
周
知
で
き
た
の
に

し
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
の
課
題

を
反
省
し
、今
後
に
生
か
し
た
い
。

◆
い
じ
め
対
策
推
進
法

厳
し
い
罰
則
規
定
も
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

教
育
長

基
本
的
に
は
文
面

で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
と

考
え
る
。
罰
則
で
い
じ
め
は
な
く

な
ら
な
い
し
、
闇
に
隠
れ
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
引
き
続
き
現
場

と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

◆
学
校
図
書

は
だ
し
の
ゲ
ン
閲
覧
制
限

問
題
に
対
す
る
本
市
の
対
応
は
。

教
育
次
長

お
よ
そ
半
数
の
学

校
に
置
い
て
い
る
が
、
今
後
も
含

め
閲
覧
制
限
は
し
な
い
。
図
書
購

入
は
司
書
や
教
師
の
ス
ス
メ
、
子

ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
学
校
が
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
特
に
問
題
が
な

い
限
り
そ
の
ま
ま
購
入
し
て
い
る
。

◆
玉
露
日
本
一

年
ぶ
り
奪
還

日
本
一
奪
還
成
功
の
理
由

は
。
市
は
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
を
。

農
政
課
長

ひ
と
え
に
農
家
の

方
の
努
力
の
た
ま
も
の
だ
と
考
え

る
。
市
は
、
茶
摘
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
を
行
い

人
も
の
応
募

が
あ
っ
た
。
本
市
の
玉
露
は
、
手

摘
み
を
頑
な
に
守
り
、
日
本
一
を

奪
還
で
き
た
の
で
は
。
茶
業
界
の

発
案
で
若
手
の
育
成
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

経
済
環
境
部
長

全
国
茶
品
評

会
は
生
産
者
の
大
会
で
あ
る
が
、

玉
露
の
ま
ち
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

機
会
な
の
で
、
市
も
で
き
る
限
り

支
援
、
協
力
を
し
て
い
き
た
い
。

三山木区画整理地区内に新設された
柳ケ町さくら公園

年（平成 年） 月 日


